
発行　宮城県仙台二華中学校・高等学校二華会　仙台市若林区連坊一丁目４－１　直通Tel&Fax  022-296-8118

　明治 39 年、第１回修学旅行実施。１回生が入学して３年目、

卒業旅行として実施したのが始まりのようだ。当時、教師は学友

会に対し、旅行を自分たちで企画してみるよう投げかける。生徒

は、アンケート調査などを行い、方面や行程などをまとめあげ、

「三泊四日、山形方面への徒歩旅行」を提案。しかし、この企画、

女子が山形まで歩いて行くのは遠すぎると云うことで、実現しな

かった。

　ところが、翌年、学友会が、「三泊四日、山形方面への徒歩旅行」

を再提案すると、一転実現の運びとなる。早朝、学校を出発、八

幡町へ向かい、広瀬川沿いに歩き、作並で一泊。翌日、峠を越え

て山形へ。天童、山寺を散策し山形市へ入る。山形の女学校と交

流のときを過ごし、大変な歓迎を受けたとの記録がある。山形か

らは汽車に乗り米沢へ、そこでも女学校との交流を行った後、福

島に抜けて、仙台へ無事帰って来た。

　この旅行をやり遂げた生徒はもちろん立派だが、これを見守り、

最後まで見届けた教師も実に素晴らしいと感じる。学校は人を育

てるところ、生徒の自立を促すところ。このとき教師が持ってい

なければならないものが、３つある。１つは愛情、１つは我慢、

そしてもう１つは、寛容の心、こうした心持ちのある教師の下で

のみ、生徒は安心して伸び伸びと大きく育っていく。先生方はこ

のことをよく分かっていたのだろう。

　今年の総会テーマ「ゆく川の流れに」。本校では、一時期、こ

れを修学旅行記の題として使っていた。川の流れは１つ所にとど

まることを知らず、刻々と変化する。これは人が生きることも同

じ。変化することは、学ぶこと、そして、成長すること。大事な

のは、昨日より今日、今日より明日と、よく生きようと努めること。

努める先に、未だ知らぬ自分との出会いがある。「ゆく川の流れ」、

その日々の営みに学びたいと思う。

  （平成 30 年度二華会総会挨拶改）

「ゆく川の流れ」に、学ぶ
校長　山
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　樹
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　早春の候　皆様にはお健やかにお過ごしのことと存じます。

温暖化の影響でしょうか、昨夏は猛烈な暑さが続きました。前線

の影響による豪雨、猛烈な台風等各地に被害をもたらしています。

９月には北海道胆振東部大地震が発生し、全域に及ぶ大規模停電

が発生しました。被害に遭遇された方々には心よりお見舞い申し

上げます。

　母校ではＳＧＨ（スーパーグローバルハイスクール）として優

秀な先生方のご指導の下、文武両道で勉学に励み優秀な成績を修

め、今年度は特に医学系に現役・過卒生含め 16 名が合格してい

ます。また米国プリンストン大学やコロンビア大学にも合格者を

出しています。また現在の生徒さんについては、申すまでもなく

文武両道で多くの生徒さんが、良い成績を上げておられますが、

グローバル化の一つとして、国連主催の「国際理解・国際協力の

ための高校生の主張コンクール中央大会」で、高２生が、[ 人権

擁護、促進」をテーマに、特賞・法務大臣賞に輝き、ニューヨー

クの国連本部への研修旅行が特典として与えられました。これも

素晴らしいお知らせです。

　二華会では平成 30 年２月 28 日二華会入会式を開催し、華８回

生 220 名を正会員としてお迎えいたしました。創立 111 年目とな

る二華会総会は９月 24 日（月・祝）ホテルメトロポリタン仙台

を会場に、恩師の方々・山内校長先生を始め校内幹事の先生方、

そして今年もＰＴＡ会長様のご臨席を

賜り親睦を深めることが出来ましたことは、大変喜ばしいことと

思っております。メイン当番の高 43 回生は準備委員が少ない中

でも努力され、そのお陰で議事もスムーズに運び承認されました。

アトラクションでは「ゆく川の流れに」のテーマにそって、ピア

ノとクラリネットによるクラシック音楽が披露されました。サブ

当番は二十歳の華７回生２名の出席があり、米寿を迎える４名の

大先輩に花束を渡す役目をして下さいました。ただ同じくサブ当

番になっている高 53 回生の学年は、出席者がなく残念なことで

したが、大勢の会員の皆様と共に楽しいひと時を過ごすことが出

来ましたこと感謝申し上げます。

　一方世間に目を向けますと、本庶佑氏がノーベル賞医学生理学

賞を受賞されました。癌免疫治療の原理を確立し、免疫細胞で働

く蛋白質を発見、がん治療薬「オプジーボ」に結びついたことで、

多くの癌患者が救われることでしょう。素晴らしいですね。また

スポーツ界においては、アジア大会や世界選手権大会等で 10 代

の若い選手の活躍が光っておりました。2020年の東京オリンピッ

クが楽しみです。

　前述もいたしましたが、最近は日本各地の広い範囲で 50 年に

一度の記録的な大雨など不安定な気候による人災ともいえる自然

災害が起きております。スーパーコンピューターで解析した成果

として、東日本大震災の後、再来の間隔は短くなる可能性がある

と国の海洋研究機構から発表されています。皆様におかれまして

は、ご自分の身を大切にどうぞお健やかにお過ごしくださいます

ようご祈念申し上げご挨拶といたします。

ご挨拶
－創立１１１年目のスタートに寄せて－

二華会会長　真
ま
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　子
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平成30年二華会の歩み

二
華
会
活
動

　

歳
時
記
ト
ピ
ッ
ク
ス

　卒業式前日

に二華会入会

式が行われ華

８回生 220 名

が正会員とし

て入会しまし

た。学年幹事

２名、各クラス幹事各２名に委嘱状が

授与されました。

　卒業を祝して、二華会より卒業証書

ホルダーが全卒業生に贈られました。

　母校文化祭に参加しての二華笑市も
だいぶ定着し、たくさんの方々がいら
してくださるようになりました。歴代
制服ファイルや二華トートバックが好
評の二華グッズ・スリーズコーヒーさ
んにご協力頂いての二華ブレンドコー
ヒー・可愛い鉢花コーナー、皆様から
のご提供品によるリサイクルコーナー
等盛況の内に終了しました。
　各専門部からの協力者と事業部員が
皆で手つなぎをし「来年も頑張るぞ！」
と声を合わせ一致団結を誓いました。
　ご協力頂きありがとうございました。

　連坊町内会で行われる七夕まつりに

参加する事が恒例となりました。昨夏

は、あいにくの雨模様で飾り付けは雨

合羽をはおり悪戦苦闘しましたが、何

と初めて金賞を受賞しました。

　事業部員に若干名の有志が加わり織

姫会を組織して制作にあたりました。

７月の暑い中、皆で知恵ををしぼり楽

しみながらの制作でした。思いがけな

いご褒美にとても驚きましたが、恐縮

すると同時に、心の底から嬉しさが込

み上げてきました。

　二
に

華
か

笑
にこ

市
いち

　平成30年９月１日～２日 　七夕まつり　平成30年８月６日～８日 　二華会入会式　平成 30 年２月 28 日
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華
翔
」
発
行

「
二
女
高
40
年
の
あ
ゆ
み
」
発
行

専
属
事
務
局
員
1
名
（
週
一
勤
務
）

学
校
週
5
日
制
開
始
（
第
2
土
曜
休
業
）

冬
夏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

天
皇
ご
一
家
ご
来
県

５

1993

会
則
改
正
（
会
長
は
会
員
よ
り
選
出
）

鹿
野
順
子
会
長
（
女
16
）（
同
窓
生
か
ら
の
初
代
）
就
任

Ｅ
Ｕ
発
足

サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
完
成

６

1994

母
校
創
立
90
周
年
記
念
二
華
会
総
会
（
仙
台
ホ
テ
ル
）
功
労
者
表
彰
・
記
念
絵
葉
書
発
行

二
女
高
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

「
二
女
高
90
年
か
ぐ
は
し
き
未
来
へ
」
発
行

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪

松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

名
取
・
多
賀
城
集
中
豪
雨
被
害

７

1995

二
華
会
専
門
部
発
足
（
財
政
部
・
総
会
運
営
部
・
研
修
部
・
名
簿
発
行
部
・
会
報
編
集
部
・

記
念
誌
編
集
部
・
記
念
事
業
部)

阪
神
淡
路
大
震
災
募
金
活
動
開
始
（
7
年
8
月
～
8
年
6
月
）

週
休
二
日
制
（
第
四
土
曜
日
休
業
）
始
ま
る

阪
神
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ブ
ラ
ン
メ
ル
仙
台
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格

８

1996

推
薦
入
学
（
一
学
年
定
員
320
名
の
30
％
以
内
）
実
施

講
演
会
　「
豊
か
な
人
間
関
係
を
求
め
て
」　
講
師
　
出
村
　
和
子
氏
（
高
３
）

Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
多
発

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

８
・
11
県
北
部
地
震

９

1997

二
女
高
グ
ッ
ズ
販
売
開
始

講
演
会
　「
装
い
は
あ
な
た
を
語
る
」　
講
師
　
高
橋
　
弘
子
氏
（
高
３
）

秋
田
・
長
野
新
幹
線
開
業

ダ
イ
ア
ナ
元
妃
交
通
事
故
死

白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
完
成

10

1998

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
準
備
委
員
会
発
足

村
井
明
子
会
長
（
女
21
）
就
任

講
演
会
　「
フ
ラ
メ
ン
コ
公
演
」　
講
師
　
佐
藤
　
花
那
子
氏
（
高
34
）

長
野
五
輪

W
IN

D
O

W
S

98

発
売

江
沢
民
主
席
来
仙

11

1999

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
構
想
作
成
委
員
会
発
足
（
専
門
部
代
表
者
会
議
）

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立
総
会
開
催（
村
井
会
長
が
委
員
長
に
就
任
）

講
演
会
　「
文
学
館
に
学
ぶ
」　
講
師
　
井
上
ひ
さ
し
氏
（
仙
台
市
文
学
館
）

事
務
局
員
が
２
名
に
な
る

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
成
立

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
に
改
称

仙
台
市
人
口
一
〇
〇
万
人
突
破

12

2000

二
女
高
百
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
百
花
斉
放
」
設
定

二
華
会
会
員
名
簿
発
行(

平
成
12
年
版
）

二
華
会
仙
台
支
部
発
足

シ
ド
ニ
ー
五
輪

二
千
円
札
発
行

仙
石
線
地
下
新
線
開
通

13

2001

創
立
百
周
年
記
念
事
業
（
進
路
閲
覧
室
・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
増
設
）

二
女
高
文
化
祭
に
参
加
「
輝
き
の
東
華
時
代
を
偲
ぶ
」
パ
ネ
ル
展

「
ひ
な
祭
り
と
昔
の
遊
び
」
開
催

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開
園

み
や
ぎ
国
体
開
催

14

2002

二
女
高
文
化
祭
に
参
加
「
か
ぐ
は
し
き
二
高
女
時
代
」
パ
ネ
ル
展

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会

「
北
」
か
ら
拉
致
被
害
者
帰
国

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
田
中
耕
一
さ
ん

15

2003

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
準
備
へ
の
協
力

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

東
北
高
校
甲
子
園
準
優
勝

16

2004

芸
術
祭
記
念
展
示
会
「
百
花
斉
放
花
開
き
夢
実
る
未
来
へ
」（
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

芸
術
祭
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「
百
花
斉
放
　
委
嘱
作
品
女
声
合
唱
組
曲
」（
県
民
会
館
）

創
立
百
周
年
記
念
式
典
　
記
念
講
演
会
　
裏
千
家
元
家
元
　
千
玄
室
氏
「
母
の
想
い
出
」

（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

記
念
祝
賀
会
（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

ア
テ
ネ
五
輪

新
潟
中
越
地
震

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
大
ヒ
ッ
ト

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
誕
生

17

2005

記
念
史
「
二
女
高
百
年
史
」
発
刊

映
像
詩
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

講
演
会
　「
絵
に
生
き
る
」　
講
師
　
三
浦
　
ひ
ろ
み
氏
（
高
19
）

「
愛
・
地
球
博
」

郵
政
民
営
化

８
・
16
宮
城
地
震

18

2006

講
演
会
　「
劇
場
は
街
の
色
を
変
え
る
」　
講
師
　
伊
藤
　
千
鶴
子
氏
（
高
３
）　

ト
リ
ノ
五
輪
・
荒
川
静
香
選
手
金
メ
ダ
ル

仙
台
ナ
ン
バ
ー
交
付

19

2007

二
華
会
創
立
百
周
年
記
念
総
会
・
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

記
念
誌
「
も
も
と
せ
」
発
行

iP
h

o
n

e

発
売
、
新
潟
中
越
沖
地
震
発
生

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
開
業

20

2008

新
校
名
「
仙
台
二
華
」
決
定
　
校
訓
制
定
（
進
取
創
造
・
至
誠
貢
献
）

校
舎
解
体
開
始
・
根
岸
仮
設
校
舎
に
移
転

「
あ
り
が
と
う
二
華
会
館
セ
レ
モ
ニ
ー
」（
旧
二
華
会
館
）

高
野
光
子
会
長
（
高
１
）
就
任

講
演
会
　「
今
を
生
き
る
」　
講
師
　
岩
﨑
　
惠
美
子
氏

北
京
五
輪

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生

21

2009
「
二
女
高
の
ひ
な
祭
り
」
仮
設
校
舎
へ
移
転
の
た
め
一
般
公
開
中
止

二
華
会
総
会
に
て
新
二
華
会
館
建
設
応
援
の
会
員
作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催

講
習
会
「
エ
コ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ハ
ン
キ
ン
グ
」　
講
師
　
菅
野
　
伶
子
氏
（
高
11
）

初
の
裁
判
員
裁
判
開
廷

民
主
党
が
与
党
に

仙
台
市
長
に
奥
山
恵
美
子
氏

22

2010

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校
閉
校
式
（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

仙
台
二
華
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校

仙
台
二
華
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校
記
念
な
ら
び
に
二
華
会
館
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
　

記
念
講
演
　「
生
き
る
力
を
伸
ば
す
方
法
」　
講
師
　
川
島
　
隆
太
氏
（
体
育
館
）

二
華
会
館
落
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
新
二
華
会
館
）

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還

楽
天
星
野
監
督
就
任

23

2011
「
二
華
の
ひ
な
祭
り
」
再
開
一
般
公
開

東
日
本
大
震
災
発
生
（
Ｍ
９
・
０ 

、
同
窓
生
18
名
犠
牲
に
）

「
二
華
笑
市
」
開
催
（
文
化
祭
参
加
）

３
・
11
東
日
本
大
震
災
発
生

田
中
投
手
沢
村
賞
・
羽
生
選
手
初
優
勝

24

2012

連
坊
町
内
会
主
催
七
夕
祭
り
に
初
参
加

ロ
ン
ド
ン
五
輪

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
山
中
教
授
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
、
過
去
最
高
の
２
位

25

2013

二
華
会
に
男
子
初
入
会
（
16
名
）

第
一
回
仙
台
二
華
中
学
校
卒
業
式
　
記
念
講
演
　
講
師
　
山
崎
直
子
氏
（
宇
宙
飛
行
士
）

真
壁
孝
子
会
長
（
高
10
）
就
任

高
梨
沙
羅
選
手
史
上
最
年
少
Ｗ
杯
優
勝

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
日
本
一

26

2014

文
部
科
学
省
よ
り
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指
定
さ
れ
る

母
校
創
立
110
周
年
記
念
校
史
パ
ネ
ル
展
開
催
（
以
後
毎
年
開
催
）

ソ
チ
五
輪
・
羽
生
選
手
金
メ
ダ
ル

御
嶽
山
噴
火

星
野
監
督
退
任

27

2015

二
華
会
会
員
名
簿
発
行
（
平
成
27
年
版
）

総
会
当
番
３
学
年
制
開
始

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ

選
挙
権
18
歳

仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
オ
ー
プ
ン

28

2016
「
校
史
パ
ネ
ル
展
」
並
び
に
「
特
別
展
　
母
校
創
設
の
父
　
富
田
鐵
之
助
」
開
催

熊
本
地
震
、
リ
オ
五
輪

富
谷
市
誕
生

29

2017
「
校
史
パ
ネ
ル
展
」
並
び
に
「
特
別
展
　
東
華
の
誉
れ
　
千
　
嘉
代
子
」
開
催

中
学
一
年
生
105
名
に
呈
茶

110
周
年
記
念
誌
「
響
き-S

y
m

p
h
o
n
y
-

」
発
行

創
立
110
周
年
記
念
式
典
・
記
念
総
会
・
功
労
者
表
彰

上
野
動
物
園
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
誕
生

九
州
豪
雨

仙
台
市
長
に
郡
和
子
氏
（
高
27
）

30

2018

創
立
110
周
年
記
念
会
報
47
号
発
行
（
全
員
発
送
）

東
華
女
学
校
　
初
代
校
長
三
好
愛
吉
先
生
の
親
族
来
校

平
昌
五
輪
・
羽
生
選
手
金
メ
ダ
ル

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

「
だ
て
正
夢
」
本
格
デ
ビ
ュ
ー

　二女高から男女共学中高一貫校仙台二華へ、そして同窓生からの
会長誕生という大きな変化を遂げた平成の二華会。
　次の時代も、二華という川が豊かに力強く流れていくことを祈り
ながら、この30年を振り返ってみました。

芸術祭記念展示会 90 周年記念二華会総会
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平成30年二華会の歩み

114
年
の
時
を
越
え
て
つ
な
が
る
！

　
　
　

三
好
愛
吉
先
生
（
東
華
女
学
校
初
代
校
長
）

　
　
　

ご
親
族
の
皆
様
が
来
校

略　歴
1870年　　　　新潟県岩船郡村上本町に生まれる
1892年　24歳　第一高等中学校卒業
1895年　27歳　帝国大学文科大学哲学科卒業
　　　　　　　真宗大学教授
1899年　31歳　長野中学校長
1900年　32歳　第二高等学校教授
1904年　35歳　５月13日　私立東華女学校長
1911年　42歳　第二高等学校長
1915年　46歳　皇子（淳宮高松宮）傳育官長叙

高等官二等
1919年　50歳　２月11日　没（肺炎）
　　　　　　　インフルエンザによる肺炎

二女高百年史より

　
昨
年
11
月
30
日
、
三
好
愛
吉
先
生
の
ご
親
族
の
５
名
の
皆
様
が
来
校
さ

れ
ま
し
た
。
新
潟
県
村
上
市
に
あ
る
墓
所
に
、
三
好
先
生
の
お
墓
参
り
に

出
か
け
ら
れ
た
時
に
、
ふ
と
墓
所
両
脇
に
あ
る
石
柱
に
気
づ
か
れ
改
め
て

丹
念
に
ご
覧
に
な
っ
た
所
、
東
華
女
学
校
同
窓
生
有
志
と
刻
ま
れ
て
い
る

事
を
知
り
本
校
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
初
め
に
、
三
好

先
生
が
東
華
女
学
校
の
初
代
校
長
と
し
て
35
歳
の
若
さ
で
迎
え
ら
れ
た
事

や
多
く
の
功
績
を
残
し
尊
敬
さ
れ
て
い
た
事
等
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
好
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
「
敬
・
愛
・
信
」
と
「
今
後
の
女
子
は
唯

家
に
あ
り
て
家
事
に
従
う
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
通
用
す
る
貴
婦
人
と
し

て
…
」
と
い
う
精
神
は
、
仙
台
二
華
中
・
高
の
校
是
に
生
き
校
歌
に
も
歌

い
込
ま
れ
て
い
る
事
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。
東
華
女
学
校
第
一
回
生
卒
業

式
の
集
合
写
真
を
お
見
せ
し
た
所
、

身
を
乗
り
出
し
ご
覧
に
な
り
、「
お

じ
い
さ
ん
が
こ
こ
に
い
ま
す
!!
」「
こ

れ
は
初
め
て
見
ま
し
た
!!
」
と
言
わ

れ
て
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
こ
の
集
合
写
真
の
方
の
中
に

石
柱
の
寄
進
者
が
お
ら
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
話
す
と
大
き
く
頷

き
目
を
潤
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
114
年

の
時
を
越
え
て
つ
な
が
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

初代校長　三好　愛吉

写真上左より 三好先生の御親族（敬称略）
三好孝典、寺坂初枝、国安幹明 ･ 玲子、難波喜一郎

成平

暦西

二
華
会
・
二
女
高
・
二
華
中
高

世
の
中
（
右
）  

・   

宮
城
（
左
）

元

1989

会
長
に
佐
川
徳
雄
校
長
就
任

消
費
税
３
％
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

仙
台
・
政
令
指
定
都
市
に

２

1990

二
華
会
会
員
名
簿
発
行
（
平
成
2
年
版
）

セ
ン
タ
ー
試
験
ス
タ
ー
ト
、
東
西
ド
イ
ツ
統
一

宮
城
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
幕

３

1991

二
華
会
石
巻
支
部
発
足

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

仙
台
空
港
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
便
就
航

４

1992

二
華
会
90
周
年
記
念
誌
「
華
翔
」
発
行

「
二
女
高
40
年
の
あ
ゆ
み
」
発
行

専
属
事
務
局
員
1
名
（
週
一
勤
務
）

学
校
週
5
日
制
開
始
（
第
2
土
曜
休
業
）

冬
夏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

天
皇
ご
一
家
ご
来
県

５

1993

会
則
改
正
（
会
長
は
会
員
よ
り
選
出
）

鹿
野
順
子
会
長
（
女
16
）（
同
窓
生
か
ら
の
初
代
）
就
任

Ｅ
Ｕ
発
足

サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
完
成

６

1994

母
校
創
立
90
周
年
記
念
二
華
会
総
会
（
仙
台
ホ
テ
ル
）
功
労
者
表
彰
・
記
念
絵
葉
書
発
行

二
女
高
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
・
祝
賀
会
（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

「
二
女
高
90
年
か
ぐ
は
し
き
未
来
へ
」
発
行

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
五
輪

松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

名
取
・
多
賀
城
集
中
豪
雨
被
害

７

1995

二
華
会
専
門
部
発
足
（
財
政
部
・
総
会
運
営
部
・
研
修
部
・
名
簿
発
行
部
・
会
報
編
集
部
・

記
念
誌
編
集
部
・
記
念
事
業
部)

阪
神
淡
路
大
震
災
募
金
活
動
開
始
（
7
年
8
月
～
8
年
6
月
）

週
休
二
日
制
（
第
四
土
曜
日
休
業
）
始
ま
る

阪
神
淡
路
大
震
災

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

ブ
ラ
ン
メ
ル
仙
台
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格

８

1996

推
薦
入
学
（
一
学
年
定
員
320
名
の
30
％
以
内
）
実
施

講
演
会
　「
豊
か
な
人
間
関
係
を
求
め
て
」　
講
師
　
出
村
　
和
子
氏
（
高
３
）

Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
多
発

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

８
・
11
県
北
部
地
震

９

1997

二
女
高
グ
ッ
ズ
販
売
開
始

講
演
会
　「
装
い
は
あ
な
た
を
語
る
」　
講
師
　
高
橋
　
弘
子
氏
（
高
３
）

秋
田
・
長
野
新
幹
線
開
業

ダ
イ
ア
ナ
元
妃
交
通
事
故
死

白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
完
成

10

1998

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
準
備
委
員
会
発
足

村
井
明
子
会
長
（
女
21
）
就
任

講
演
会
　「
フ
ラ
メ
ン
コ
公
演
」　
講
師
　
佐
藤
　
花
那
子
氏
（
高
34
）

長
野
五
輪

W
IN

D
O

W
S

98

発
売

江
沢
民
主
席
来
仙

11

1999

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
構
想
作
成
委
員
会
発
足
（
専
門
部
代
表
者
会
議
）

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立
総
会
開
催（
村
井
会
長
が
委
員
長
に
就
任
）

講
演
会
　「
文
学
館
に
学
ぶ
」　
講
師
　
井
上
ひ
さ
し
氏
（
仙
台
市
文
学
館
）

事
務
局
員
が
２
名
に
な
る

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
成
立

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
に
改
称

仙
台
市
人
口
一
〇
〇
万
人
突
破

12

2000

二
女
高
百
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
百
花
斉
放
」
設
定

二
華
会
会
員
名
簿
発
行(

平
成
12
年
版
）

二
華
会
仙
台
支
部
発
足

シ
ド
ニ
ー
五
輪

二
千
円
札
発
行

仙
石
線
地
下
新
線
開
通

13

2001

創
立
百
周
年
記
念
事
業
（
進
路
閲
覧
室
・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
増
設
）

二
女
高
文
化
祭
に
参
加
「
輝
き
の
東
華
時
代
を
偲
ぶ
」
パ
ネ
ル
展

「
ひ
な
祭
り
と
昔
の
遊
び
」
開
催

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
開
園

み
や
ぎ
国
体
開
催

14

2002

二
女
高
文
化
祭
に
参
加
「
か
ぐ
は
し
き
二
高
女
時
代
」
パ
ネ
ル
展

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会

「
北
」
か
ら
拉
致
被
害
者
帰
国

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
田
中
耕
一
さ
ん

15

2003

二
女
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
準
備
へ
の
協
力

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

東
北
高
校
甲
子
園
準
優
勝

16

2004

芸
術
祭
記
念
展
示
会
「
百
花
斉
放
花
開
き
夢
実
る
未
来
へ
」（
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
）

芸
術
祭
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「
百
花
斉
放
　
委
嘱
作
品
女
声
合
唱
組
曲
」（
県
民
会
館
）

創
立
百
周
年
記
念
式
典
　
記
念
講
演
会
　
裏
千
家
元
家
元
　
千
玄
室
氏
「
母
の
想
い
出
」

（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

記
念
祝
賀
会
（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

ア
テ
ネ
五
輪

新
潟
中
越
地
震

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
大
ヒ
ッ
ト

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
誕
生

17

2005

記
念
史
「
二
女
高
百
年
史
」
発
刊

映
像
詩
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

講
演
会
　「
絵
に
生
き
る
」　
講
師
　
三
浦
　
ひ
ろ
み
氏
（
高
19
）

「
愛
・
地
球
博
」

郵
政
民
営
化

８
・
16
宮
城
地
震

18

2006

講
演
会
　「
劇
場
は
街
の
色
を
変
え
る
」　
講
師
　
伊
藤
　
千
鶴
子
氏
（
高
３
）　

ト
リ
ノ
五
輪
・
荒
川
静
香
選
手
金
メ
ダ
ル

仙
台
ナ
ン
バ
ー
交
付

19

2007

二
華
会
創
立
百
周
年
記
念
総
会
・
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
）

記
念
誌
「
も
も
と
せ
」
発
行

iP
h

o
n

e

発
売
、
新
潟
中
越
沖
地
震
発
生

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
開
業

20

2008

新
校
名
「
仙
台
二
華
」
決
定
　
校
訓
制
定
（
進
取
創
造
・
至
誠
貢
献
）

校
舎
解
体
開
始
・
根
岸
仮
設
校
舎
に
移
転

「
あ
り
が
と
う
二
華
会
館
セ
レ
モ
ニ
ー
」（
旧
二
華
会
館
）

高
野
光
子
会
長
（
高
１
）
就
任

講
演
会
　「
今
を
生
き
る
」　
講
師
　
岩
﨑
　
惠
美
子
氏

北
京
五
輪

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
発
生

21

2009
「
二
女
高
の
ひ
な
祭
り
」
仮
設
校
舎
へ
移
転
の
た
め
一
般
公
開
中
止

二
華
会
総
会
に
て
新
二
華
会
館
建
設
応
援
の
会
員
作
品
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催

講
習
会
「
エ
コ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ハ
ン
キ
ン
グ
」　
講
師
　
菅
野
　
伶
子
氏
（
高
11
）

初
の
裁
判
員
裁
判
開
廷

民
主
党
が
与
党
に

仙
台
市
長
に
奥
山
恵
美
子
氏

22

2010

宮
城
県
第
二
女
子
高
等
学
校
閉
校
式
（
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

仙
台
二
華
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校

仙
台
二
華
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校
記
念
な
ら
び
に
二
華
会
館
落
成
記
念
式
典
・
祝
賀
会
　

記
念
講
演
　「
生
き
る
力
を
伸
ば
す
方
法
」　
講
師
　
川
島
　
隆
太
氏
（
体
育
館
）

二
華
会
館
落
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
（
新
二
華
会
館
）

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還

楽
天
星
野
監
督
就
任

23

2011
「
二
華
の
ひ
な
祭
り
」
再
開
一
般
公
開

東
日
本
大
震
災
発
生
（
Ｍ
９
・
０ 

、
同
窓
生
18
名
犠
牲
に
）

「
二
華
笑
市
」
開
催
（
文
化
祭
参
加
）

３
・
11
東
日
本
大
震
災
発
生

田
中
投
手
沢
村
賞
・
羽
生
選
手
初
優
勝

24

2012

連
坊
町
内
会
主
催
七
夕
祭
り
に
初
参
加

ロ
ン
ド
ン
五
輪

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
山
中
教
授
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
、
過
去
最
高
の
２
位

25

2013

二
華
会
に
男
子
初
入
会
（
16
名
）

第
一
回
仙
台
二
華
中
学
校
卒
業
式
　
記
念
講
演
　
講
師
　
山
崎
直
子
氏
（
宇
宙
飛
行
士
）

真
壁
孝
子
会
長
（
高
10
）
就
任

高
梨
沙
羅
選
手
史
上
最
年
少
Ｗ
杯
優
勝

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
日
本
一

26

2014

文
部
科
学
省
よ
り
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
指
定
さ
れ
る

母
校
創
立
110
周
年
記
念
校
史
パ
ネ
ル
展
開
催
（
以
後
毎
年
開
催
）

ソ
チ
五
輪
・
羽
生
選
手
金
メ
ダ
ル

御
嶽
山
噴
火

星
野
監
督
退
任

27

2015

二
華
会
会
員
名
簿
発
行
（
平
成
27
年
版
）

総
会
当
番
３
学
年
制
開
始

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ

選
挙
権
18
歳

仙
台
う
み
の
杜
水
族
館
オ
ー
プ
ン

28

2016
「
校
史
パ
ネ
ル
展
」
並
び
に
「
特
別
展
　
母
校
創
設
の
父
　
富
田
鐵
之
助
」
開
催

熊
本
地
震
、
リ
オ
五
輪

富
谷
市
誕
生

29

2017
「
校
史
パ
ネ
ル
展
」
並
び
に
「
特
別
展
　
東
華
の
誉
れ
　
千
　
嘉
代
子
」
開
催

中
学
一
年
生
105
名
に
呈
茶

110
周
年
記
念
誌
「
響
き-S

y
m

p
h
o
n
y
-

」
発
行

創
立
110
周
年
記
念
式
典
・
記
念
総
会
・
功
労
者
表
彰

上
野
動
物
園
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
誕
生

九
州
豪
雨

仙
台
市
長
に
郡
和
子
氏
（
高
27
）

30

2018

創
立
110
周
年
記
念
会
報
47
号
発
行
（
全
員
発
送
）

東
華
女
学
校
　
初
代
校
長
三
好
愛
吉
先
生
の
親
族
来
校

平
昌
五
輪
・
羽
生
選
手
金
メ
ダ
ル

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

「
だ
て
正
夢
」
本
格
デ
ビ
ュ
ー

～未来に向かって～
２
０
１
９
年
４
月
10
日
（
水
）
～
６
月
３
日
（
月
）
ま
で
校
史
パ
ネ
ル
展
開
催
予
定
・
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新校舎と新二華会館
二華会館セレモニー
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高
43
回
生
会
報
担
当
は
４
名
。
先
輩
方
の

企
画
力
や
情
報
量
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
高
校

時
代
に
戻
っ
た
気
分
で
楽
し
く
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
を
締
め
く
く

る
会
報
が
無
事
発
行

の
運
び
と
な
り
ま
し

た
の
も
、
お
力
添
え

を
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
お
か
げ
で
す
。
改

め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

2019年度二華会総会のご案内
  日時：９月７日（土）　11：00～14：00

  場所：ホテルメトロポリタン仙台

  会費：7,500円（予定）

  当番学年　高44回生（Ｈ４年卒）

サブ当番　高54回生（Ｈ14年卒）、華８回生（Ｈ30年卒）

皆様のご参加をお待ちしております。参加ご希望の方は、お気軽に二華会事務局
までご連絡下さい。

今年度は年会費納入者のみの発送となっています。今後とも二華会活動へのご支援をよろしくお願いします。

江戸期の人形が収まる御殿飾り
時代により人形の大きさにも流行があるのをご存知ですか？

大正４年に寄贈された三人官女はちょっと控えめ

裃雛がお出迎え

二華会館の資料庫には、代々受け継がれている様々な資料が収められています。

今回から数回にわたり、四季折々にショーケースに展示されているものを中心にご紹介していきます。

　二華校の前身となった私立東華女学校には寄宿舎があり、大勢の学生が親元を離れて勉学に励んでいました。

そんな中、明治 45 年卒業の第６回生と補習科５回生が在舎記念に「内裏雛」と「五人囃子」を寄贈し、様々

な雛道具と共に寄宿舎に飾られました。先生方を招いてひな祭りを楽しんだ様子も伝えられています。

その後、大正・昭和・平成と、たくさんの雛人形や飾りが寄贈されました。はじめ有志で行われていた雛飾り

は、平成 16 年母校創立 100 周年を機に設立されたおひな様保存会『ひいなの会』に受け継がれています。

今回はその中から数点をご紹介いたします。

　なお、毎年３月１日～３日に行われる「二華のひな

まつり」には、二華所蔵のお雛様の数々を二華会館

の和室や展示ホールに飾り、在校生のみならず一般

の皆さまにも公開しています。　

明治 45 年から昭和の初めに寄贈された人形が並ぶ雛段

二華会・お宝探訪　その１　お雛様二華会・お宝探訪　その１　お雛様二華会・お宝探訪　その１　お雛様

押絵の雛菓子

　左から
　　佐々木ひろみ、城江利、
　　菅井孝子、橋本あや子

OWNER
線

OWNER
線

OWNER
線

OWNER
線
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